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受託研究の概要受託研究の概要受託研究の概要受託研究の概要受託研究の概要受託研究の概要

蓄熱式空調システムのコミッショニングマ蓄熱式空調システムのコミッショ ングマ

ヒートポンプ・蓄熱セン
蓄熱式空調システムの当初性能検証過程実践マニュアル

ヒ トポンプ 蓄熱セン
証」に空気調和･衛生工

(水蓄熱編)の作成
証」に空気調和 衛生工
先駆的な実施例 指針を(水蓄熱編)の作成

蓄熱
先駆的な実施例、指針を

蓄熱
蓄熱式空調システムの復性能検証過程(レトロコミシス 蓄熱式空調ｼｽ

ﾑ は
蓄熱 調シ テ 復性能検証過程(
ニング)実践マニュアル

シス
テム

性能規定
の不備

設計内容
の不適切

ﾃﾑでは・・・

ニング)実践マニュアル
テム 熱 源

の不備 の不適切
施工･試運
転調整の不 性能検証テム 転調整の不

備

制御ｼｽﾃﾑ

過程の導
入により

蓄熱式空調システ

A C 制御ｼｽﾃﾑ
の不備・誤

動作

運転保守管
理の不適切

入により
解決できる

蓄熱式空調システ
作成

F C U 動作 理の不適切 解決できる
！

ニュアルの作成蓄熱システムが
うまく動かない！

復性能検証過程（レトロコミ シ ニング）の適用による既存設備の改善 蓄熱 空復性能検証過程（レトロコミッショニング）の適用による既存設備の改善

復性能検証プ と大規模改修

蓄熱システムは空調シス
テム はすべ

プ ジ 定 企画 ズ

▼復性能検証プロセスと大規模改修 テムのマニュアルはすべ
数十年を経過した既存建
物の空気調和エネルギ

プロジェクトの設定

計画 ズ

企画フェーズ

中部電力 熱田営

物の空気調和エネルギー
利用設備では・・・

計画フェーズ 設計フェーズ

中部電力 熱田営
利用設備

工事発注フェーズ調査フェーズ

設備の老朽化 室内環境悪化
施工フェーズ実施フェーズ

水蓄熱システムの運
設備の老朽化

システム陳腐化

室内環境悪化
エネルギー消費

の増大

運転フェーズ 蓄
実態に関する調査既存

の増大
  最終調整

実態に関する調査既存 保守管理費とエネルギーコストに見合う
室内環境が確保されていない

まとめと報告

建物
室内環境が確保されていない

中之島6丁目地域冷暖房シス
建物

中之島6丁目地域冷暖房シス

地域冷暖房熱源シ テム地域冷暖房熱源システム システム効率の向
の復コミッショニングと最適

システム効率の向
① シミュレーション復 最

運転に関する研究
① シミュレ ション
② 運転機器決定ツ運転に関する研究 ② 運転機器決定ツ
③ シミュレーション③ シミュレ ション

2005 07 日赤医
実施 2000 山武環境技術セン

タ 新築 IC (NESTEC)
2005～07 日赤医

実施
務

ター新築 ICx (NESTEC)

業務 2003 東京電力立川ビル新築
東電 建 2業務 PICx （東電・日建） 2

コミッショニングに関するミッショ ングに関する
委託機関：東京電力

高効率エネルギー関連設備導

機

建築物の省エネ性能向上プロセス 高効率エネルギ 関連設備導
入とその効果の確実な発言に 建築物の省エネ性能向上

性能発揮に関する調査
プロセス

技術
入とその効果の確実な発言に
向けた調査研究 性能発揮に関する調査

委託機関：日建総研・経産技術 調 研究
委託機関：日本ビルエネル
ギ 総合管理技術協会

委託機関：日建総研・経産技術
動向 ギー総合管理技術協会動向

北京市の省エネモデ
調査

北京市の省エネモデ
調査

中国では毎年１０００棟以上の大型公共建築を建設して
中国北京市における民

中国では毎年１０００棟以上の大型公共建築を建設して
いる。創造的な技術，優秀な設計，精細な管理によって，

野省エネモデル事業の国際
いる。創造的な技術，優秀な設計，精細な管理によって，
これら建築の運用エネルギー消費量を大幅に削減でき， 野省 ネモデル事業の

可能性に関する基礎調
国際 これら建築の運用 ネルギ 消費量を大幅に削減でき，

そしてエネルギーの節約とCO2排出量の減少に繋がる。 可能性に関する基礎調
委託機関：公共建築協会協力

そして ネルギ の節約と 排出量の減少に繋がる。
日本の友人の皆様のご協力をいただき，ともに中国の建 委託機関：公共建築協会協力 本 友 皆様 協 を ， 中国 建

築省エネルギー事業を推進していきたい。･･････
江億(清華大学教授、２００６年日中技術交流会議にて)

2004年度 2005年度 2006年2004年度 2005年度 2006年

マニュアルの作成 委託機関：(財)ヒートポンプ蓄熱センターマ ュアルの作成 委託機関：(財)ヒ トポンプ蓄熱センタ

ンター作成「蓄熱式空調システムの性能評価及び性能検ンタ 作成「蓄熱式空調システムの性能評価及び性能検
工学会の性能検証指針 Annex40で開発したMQCツールと 蓄熱式空調システムのコミッショ工学会の性能検証指針、Annex40で開発したMQCツ ルと

を補完する文書化例を加え 実践的なマニュアルを作成
蓄熱式空調システムのコミッショ

ニングマニ アルを作成を補完する文書化例を加え、実践的なマニュアルを作成 ニングマニュアルを作成

トポ プ 蓄熱セ タ 作成 「蓄熱シ ム 保全診断 に空気調和 衛生 学会 性能検証指ミッショ ヒートポンプ・蓄熱センター作成の「蓄熱システムの保全診断マニュアル」に空気調和･衛生工学会の性能検証指
針と米国で利用されているガイドブ クや国内での経験を元に レトロ ミシ ニングのマニ アルを作成した また

ッシ
針と米国で利用されているガイドブックや国内での経験を元に、レトロコミショニングのマニュアルを作成した。また
空気調和･衛生工学会の性能検証指針の定義を具体化した機能性能試験手順をまとめた空気調和･衛生工学会の性能検証指針の定義を具体化した機能性能試験手順をまとめた

テムの継続性能検証過程実践マ
ヒートポンプ・蓄熱センター作成の「蓄熱システムの保全診断マニュアル」の異常診断・性

テムの継続性能検証過程実践マ 能評価編や運用保全編などの技術的成果と空気調和･衛生工学会便覧の第10編維持管

ブ理や米国で利用されているガイドブックや国内での経験を元に空気調和･衛生工学会の性
能検証指針の定義を具体化した継続性能検証のマ アルを作成した能検証指針の定義を具体化した継続性能検証のマニュアルを作成した

蓄熱システムの機能性能試験マニ アルと診断ツ ルガイドす を盛 蓄熱システムの機能性能試験マニュアルと診断ツールガイド
の作成並びにBEST支援業務に関する調査

ステムのすべてを盛り込んでおり、このシス
べ 空調シ テムに有効 ある の作成並びにBEST支援業務に関する調査べての空調システムに有効である

エネルギー使用量の削減

営業所空調設備改良における復性能検証監修業務 委託機関 中部電力

エネルギー使用量の削減

3000

営業所空調設備改良における復性能検証監修業務 委託機関：中部電力 2500

W
h
)

改修前 25%削減

1500

2000

力
（
ｋ
W

69%削減

改修前

改修前

運用 蓄熱式空調システムの診断手法お 空調設備の運用段階にお
1000

1500

消
費
電
力

業務
蓄 法
よび対策に関する調査・検討業務

設備
ける性能検証監修業務 500

1000

消

改修後 改修後

業務 よび対策に関する調査 検討業務 ける性能検証監修業務
0

夏期 冬期夏期 冬期

ステムにおけるコミッショニング 委託機関：関西電力ステムにおけるコミッショニング 委託機関：関西電力

最適運用のための

向上を目指し運転の最適化を図る
最
シミュレーションと
ツ ル 発展

向 を目指し運転の最適化を図る
ンモデルの作成

ツールへ発展

ンモデルの作成
ツールの作成ツ ルの作成
ンモデルを用いた最適運転ンモデルを用いた最適運転

医療センタ 新築 PIC医療センター新築 PICx

2005～09 中部電力熱田営業所改修 RtrCx2005 09 中部電力熱田営業所改修 RtrCx

2005 09 関西電力中之島DHC最適化 RtrCx2005～09 関西電力中之島DHC最適化 RtrCx

る調査業務る調査業務

上 建築設備 ミ シ ニングの技上・ 建築設備コミッショニングの技
術動向調査業務

産省
術動向調査業務
委託機関：中部電力産省 委託機関：中部電力

デル 国際動向調査 シミュレーションツールの国際動向デル 国際動向調査 シミュレ ションツ ルの国際動向

ギ民生分 建築設備コミッショニングの
務

エネルギー性能評価指標とシミュレーションツール
実施

建築設備
国際動向に関する調査業務
委託機関 東京電力

の国際動向実施
調査

委託機関：東京電力
の国際動向
委託機関：公共建築協会調査

会
委託機関：公共建築協会

ミ シ ングの導入のためのエネルギ 性能評価手法会 コミッショニングの導入のためのエネルギー性能評価手法
建物性能 エネルギー消費シミュレーションの国際動向の調査建物性能、エネルギ 消費シミュレ ションの国際動向の調査
コミッショニングのためのシミュレーションの活用ミッショ ングのためのシミ レ ションの活用

年度 2007年度 2008年度年度 2007年度 2008年度
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株式会社山武 環境技術センターにおけるコミッショニングの事例株式会社山武 環境技術センターにおけるコミッショニングの事例

建物概要建物概要

コミッショニング概要コミッショニング概要

■省資源・省エネルギーの確実な実
現

エネルギー性能目標:1058 MJ/ｍ２年

■特殊設備に対する技術顧問的な
役割

■設計性能の確実な実現

■設計内容でエネルギー環境要求
性能実現に難点がある場合の
チェックと修正事項抽出

■試運転調整・機能性能試験・教育
訓練の確実な実行と検証

■確実な文書化とシステムマニュア
ル、オペレーターの教育･訓練

■受け渡し後検証による実運用期
間の検証

■継続性能検証への展開によるフォ
ローアップとライフサイクルCx

コミッショニングの効果コミッショニングの効果

▼ 性能の向上 － 課題の抽出と改善案の提示事例 －

本件は、NPO法人建築設備コミッショニング協会の受注物件ではありませんが、協会会員が関与した物件として、山武様より掲示に関する許諾を得ております。

▼ 運転管理への寄与

●メンテナビリティの向上

操作性の向上、危険な場所への注意表示によ
る安全性の確保

●冬期給気温度制御の改善

●蓄熱槽温度プロフィルの改善

●各種文書の整備

設備仕様・運用の詳細な文書化（システムマニュ
アル）、各種試験結果の報告

●継続的な性能確認

各性能の年間を通した検証および継続的な確認

課題課題 ：： 加湿時の給気温度不満足加湿時の給気温度不満足

対処対処 ：： 加湿給水量削減加湿給水量削減

結果結果 ：： 給気温度状況改善給気温度状況改善

課題：蓄熱槽温度プロフィル不具合課題：蓄熱槽温度プロフィル不具合

連通バイパス連通バイパス弁弁開による還り温度低下開による還り温度低下 対処：バイパス弁閉の運用対処：バイパス弁閉の運用

結果：蓄熱槽温度プロフィルの改善結果：蓄熱槽温度プロフィルの改善

還還水水温度状況の改善温度状況の改善

＜継続的な検証の事例：エネルギー検証＞

事務室系統空調設備
熱源：空冷ヒートポンプチラー＋水蓄熱システム

空調：１F 床置きパッケージ
２F タスク＆アンビエント空調
３F ＶＡＶ空調方式
４F 躯体蓄熱放射冷暖房システム

＋自然換気システム

建物概要
構 造： 鉄骨造

規 模： 地上4階
建築面積： 702.67㎡
延床面積： 695.75㎡

熱源計装フロー図

発注者のコミッショニングへの期待

CA：性能検証責任者

ACA：CA代人

事務局
Secretariat

ACM (Assistant Commissioning Managers)

設計
Design Professional

施工技術者
Construction Engineer

制御技術者
Control Engineer

CRP(Commissioning Relating Parties)
工事担当組織

設計
Design Professional

空調施工
HVAC Contractor

制御施工
Control Contractor

発注者
Owner ＆Operators

発注者

設計家O&M

総務

コミッショニング組織図

コミッショニング フェーズ－ イベント図
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＜年間を通した検証の事例：冷凍機能力＞
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熱量計測出口温度
6℃以下

熱量計測出口温度
6℃～8℃

出口温度7℃
（特性表）

出口温度5℃
（特性表）

冷房時 暖房時
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外気温度（℃）

製
造
熱
量
（k
W
）

熱量計測出口温度44℃
～46℃

熱量計測出口温度46℃
～48℃

出口温度45℃
（特性表）

出口温度47℃
（特性表）

出口温度47℃
95%能力

ヘッダー間差圧

負荷側送水ヘッダー温度

PCH-13 負荷流量

還水温度

還水ヘッダー温度

熱交換器

R-1

PCH-10

PCH-11

3

膨張タンク

（密閉）

MM

熱交2次側往温度

PCH-12

冷凍機出口温度

蓄熱槽内温度

冷凍機入口温度

空冷ヒートポンプチラー

● 気化式加湿器の加湿量過
剰により給気温度が低下
すると判定。

● 加湿器への給水量を適正
量に調整 0
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加湿弁状態

給気温度

給気露点温度

還気湿度 ｸｰﾙﾄﾚﾝﾁ出口湿度

還気温度

温水熱量

ｸｰﾙﾄﾚﾝﾁ
出口温度

● 還り温度が低下することに
より温度プロフィルが不適
切

● ヘッダー間バイパス弁開に
より熱交換器からの低温水
が還ヘッダーにバイパス

● ヘッダー間バイパス弁を微
小開度に設定

冷房時：周辺環境の影響で要求性能を発揮できていないことを確認

暖房時：要求性能を発揮できていることを確認

継続Cxによる運転最適化の効果の積み重ねの結果、年々
原単位は低減して目標性能を満足できていることを確認

事務室系統一次エネルギー消費原単位
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2008-11 コミッショニング事例紹介（山武環境技術センター）

事例紹介事例紹介



日赤医療センター 企画・設計・発注フェーズのコミッショニング事例日赤医療センター 企画・設計・発注フェーズのコミッショニング事例

建物概要建物概要

コミッショニング過程概要コミッショニング過程概要

熱源シミュレーションによる評価熱源シミュレーションによる評価

建物概要
構 造： 鉄骨造

規 模： 13-B3
延床面積： 80,906㎡
熱源対象延床面積

(シミュレーション計算対象)
121,353㎡

発注者のコミッショニングへの期待
（1）最適エネルギーシステムの検討
①省エネルギー
②温暖化防止への寄与
③エネルギーセキュリティーの確保
④経常費低減による病院運営の健全化への寄与

（2） 病院空調、建築環境性についての助言

3

シミュレーションツール

①TES_ECO改良版
TES_ECOは(財)ヒートポンプ・
蓄熱センター開発の熱源
評価プログラム

②FACES改変版
FACESは電力会社及び
日建設計の開発のプログラム

TES_ECO画面

Cxプロセス実施期間、
主たる作成文書

事後的Cxプロセスとしての
作成文書

Cxプロセス非適用期間
(現在)

CA提案
要求書

設計家提
案要求書

企画･設計要件書

性能検証計画書

設計図書

入札発
注図書

建設図書

検証仕様書

工事発注
フェーズ

企画
段階

計画
段階

基本設計
段階

実施設計
段階

工事発注
段階

施工段階
受渡し
段階

受渡し後
段階

定常運転
段階

生産段階 運転保守管理段階

企画フェーズ 設計フェーズ 施工フェーズ 運転フェーズ

CACA Des.Des. ContCont
CACA

TAS FPT

教育
訓練

システムマニュアル

季節 FPT

最終Cx
報告書

性能検証計画書更新

準備手続

OPR実現へ
提出図･設計
変更･試験計
画:助言査閲

性能検証報告書

負荷計算結果(HASP/TES for Windows,HPTCJ開発)による夏冬ピーク負荷と運転パターン例

夏ピーク、全電気全蓄熱 夏ピーク、E(蓄熱)/G(非蓄熱)＝1/1 w/CG

冬ピーク、E(蓄熱)/G(非蓄熱)＝1/1 w/CG 冬典型日熱回収、E(蓄熱)/G(非蓄熱)＝1/1 w/CG

システムシミュレーション結果、2種のプログラムの比較、TES_ECOとFACES

システムシミュレーション、最終条件による計算結果

CO2排出量 年間コスト

結論(抜粋)
（１）未利用エネルギー利用の効果
井水ヒートポンプが可能であれば１次エネルギー(1.8~3.1%)、
CO２排出抑制(1.2~4.3%)、経常費(1.7~2.3%)とも削減可能。

（２）熱回収方式
熱回収方式は１次エネルギー(8.7~9.9%)、CO2削減(10.6~11.9%)、
経常費(6.0~8.1%) とも有利である。

（３）空気熱源ヒートポンプ採用の効果
不足熱量の一部を空気熱源ヒートポンプに頼るとボイラーに比して

1次エネルギー(2.1~2.4%)、CO2削減(3.4~3.7%)、
経常費(0.9~2.7%) とも有利である。

（４）電気機種/ガス(熱動)機種設置容量比
E/G容量比は1/1～2/1が望ましい。

（５）電気優先運転とガス優先運転
部分負荷時の優先運転は何れの指標も微量の差で
電気優先が有利と計算されたがコストは
電気・ガス料金体系によって左右される。

全電気PC運転
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2008-12 コミッショニング事例紹介（日赤医療センター）

事例紹介事例紹介



本年度の予定 供給先増加による増設した新システムにおける最適運転本年度の予定 供給先増加による増設した新システムにおける最適運転

設備概要設備概要

研究概要研究概要

コミッショニングの効果 （３年目の成果）コミッショニングの効果 （３年目の成果）

▼ 実システムを用いた最適化の実験と分析
供給先増加のよる増設した機器のモデル化を行い，新システムのシミュレーションモデルを開発した

目的 システム効率の向上を目指し運転の最適化を図る

① シミュレーションモデルの作成

・MATLAB/SIMLINKによりビジュアルなシミュレーションツールを開発し、実システム運転の再現性を検討

② 運転機器決定ツールの作成

・優先順位表や負荷から運転する熱源機器を自動判断するツールを開発し（StateFlowを利用），増設機器を含め
た任意の熱源システムの運転方法を容易に構築

③ シミュレーションモデルを用いた最適運転

・実験に基づく機器モデルの精度改善と最適運転法の提案

MATLAB/SIMLINKによるビジュアルなシミュレーションツールStateFlowによる運転機器決定ツール

●増設機器のモデル化（例R5）

700USRT×1

700USRT×1

37USRT×2

75USRT×2

冷温水槽　1,500m3

温水槽　　250m
3

冷水槽　　500m3

150m
3

36台
6台
8台

450USRT×2

4台
12台
2台

ヒーティングタワー付き
冷暖切替型ターボヒートポンプ

熱回収製氷型
空気熱源ヒートポンプ

水蓄熱槽

氷蓄熱槽

変流量ポンプ
定流量ポンプ

熱交換器

増設

【設備概要】

既設

ヒーティングタワー付き
冷暖切替型スクリュヒートポン

プ
定流量ポンプ
INVポンプ

熱交換器

ヒーティングタワー付き
熱回収型ターボヒートポンプ

製氷型スクリュー冷凍機

2008-07 受託研究：関西電力（h16～20）

（平成１８～２０年度委託研究事業）■委託機関：㈱関西電力 ■研究担当：京都大学・吉田研究室

受託研究（平成１６～ ２０年度）受託研究（平成１６受託研究（平成１６～～ ２０年度）２０年度）

関西電力中之島６丁目地域冷暖房システムにおけるコミッショニングの受託研究関西電力中之島６丁目地域冷暖房システムにおけるコミッショニングの受託研究

●2006年度の検討に基づく運転結果

・増設システムにおける改善
・供給規定の変更
・出口温度5℃の冷凍機R5，R6の2台増設
・できるだけCOPの低い氷蓄熱システムを
使用しない

・結果
・2006年度の運転と比べ，システムCOP

20%~70%向上した
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・部分負荷特性の高い冷凍機の増設
・既往の研究成果によるモデル式(R11,R12)では
精度良くモデル化できない為，新たに開発
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モデル値
特性曲線読み取り値

新開発モデルの精度
rCOPのRMSE ; 0.084[-]
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モデル値
特性曲線読み取り値

既存モデルの精度 新開発モデルの精度

：冷却水入口温度[℃]

：負荷[kW]

：定格値

eQ
ciT

r下付

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

7/5 7/15 7/25 8/4 8/14 8/24 9/3 9/13 9/23

日
積
算
消
費
電
力
[k
W
]

計算 実測

0

500

1000

1500

2000

2500

8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11

消
費
電
力
[k
W
]

計算 実測

2007年7月5日から88日間(計算間隔10分)
全機器合計消費電力 平均誤差 3.6%

%RMSE 8.8%

最適運転法の検討を行うのに十分な精度である

●新システム全体モデルのシミュレーション精度



受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）受託研究（平成１受託研究（平成１77年度から年度から1919年度）年度）

中 部 電 力 熱 田 ( 営 ) 空 調 設 備 改 良 に お中 部 電 力 熱 田 ( 営 ) 空 調 設 備 改 良 に お中 部 電 力 熱 田 ( 営 ) 空 調 設 備 改 良 に お中 部 電 力 熱 田 ( 営 ) 空 調 設 備 改 良 に お

■委託機関： 中部電力株式会社■委託機関： 中部電力株式会社

復性能検証過程（レトロ ミ シ ング） 適用 る既存設備の改善
背景

復性能検証過程（レトロコミッショニング）の適用による既存設備の改善
▼背景

復性能検証過程（レトロ ミッショ ング）の適用による既存設備の改善
▼背景

▼復性能検証プロセスと大規模改修▼復性能検証プロセスと大規模改修

数十年を経過した既 プロジ クトの設定 企画フ ズ数十年を経過した既 プロジェクトの設定 企画フェーズ数十年を経過 既
存建物の空気調和エ 計画フ ズ 設計 ズ存建物の空気調和エ
ネ ギ 利用設備

計画フェーズ 設計フェーズ

ネルギー利用設備設備
では・・・ 工事発注フェーズ調査フェーズでは・・・ 調

施工フェーズ実施フ ズ
設備の老朽化 室内環境悪化

施工フェ ズ実施フェーズ
設備の老朽化

システム陳腐化
室内環境悪化

エネルギ 消費 運転フェーズシステム陳腐化 エネルギー消費
増

運転フェーズ

の増大 最終調整  最終調整

保守管理費とエネルギーコストに見
まと と報告

保守管理費とエネルギ コストに見
合う室内環境が確保されていない

まとめと報告
合う室内環境が確保されていない

☆ 中部電力熱田営業所の復（復帰）性能検証過程(R t C i i i P )☆　中部電力熱田営業所の復（復帰）性能検証過程(Retro-Comissioning-Prpsess)
注) 復性能検証：過去にいかなる性能検証も行われていない既存ビルの改修のような場合に実施される最初の性能検証過程　　　注)　復性能検証：過去にいかなる性能検証も行われていない既存ビルの改修のような場合に実施される最初の性能検証過程

Ｓｔａｇｅ
工事発注フェーズ 運転フェーズ設計フェーズ  施工フェーズ

生産段階　(Production Stage) 運転保守管理段階(Operation & Maintenance Stage)
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年 2005 2006 2006 2007

工程
施工 診断

工事期間

実施
基本計画

設計期間

基本

竣工 竣工後性能

施工 診断実施基本

熱田ビルでの流れ 施工
竣工

受け渡し
竣工後性能

検証発注
再性能検証長期計画 当初 設計

ＰＭ　業務

受 渡 検証発注

（中電　建築設備
Ｇ）

基本設計承認 実施設計承認 決裁手続

発注者　業務
（中電　名支　建 企画書作成 基本計画書作成

設計発注
基本設計承認

実施設計承認 工事発注 工事管理 工事管理
竣工後性能検証発注

試運転調整(追加)結果報告
性能報告書

築
基本設計承認 試運転調整(追加)結果報告

発注者代行　業務
（中電 建築設備

企画書作成支援
基本計画書作成
支援

竣工後性能検証発注支援
（中電　建築設備 支援

受注者 設計事務所 設計事務所 施工会社 施工会社 未定（Ｃｘ・計測・調整）

受注者 業務
基本設計図書

作成
実施設計図書

作成
施工 施工

竣工後性能検証
（計測実施・計測レポート作受注者　業務

作成 作成
施工 施工 （計測実施 計測レポ ト作

成・調整実施）

企画書作成 設計要件書作成 本設計図書査閲 実施設計図書査閲 工事区分検証 性能検証計画 試運転調整内容チェッ 試運転調整(追加)内容チェッ 未定 建物維持管理計画

Ｃｘの主な作業

企画書作成
性能検証計画書
(PP)作成

設計要件書作成
性能検証計画書
(DP)作成

本設計図書査閲
性能検証仕様書
作成

実施設計図書査閲
性能検証計画書
(CP)作成

工事区分検証
取り合い部分検証
契約条件検証

性能検証計画
書(CP)作成
施工図書査閲

試運転調整内容チェッ
ク・機能性能試験の計画
実施 竣工書類査閲

試運転調整(追加)内容チェッ
ク・機能性能試験(追加)の計
画実施 性能検証結果報告

未定：建物維持管理計画
未定：年間エネルギー性能
評価

Ｃｘの主な作業
(PP)作成 (DP)作成 作成 (CP)作成 契約条件検証 施工図書査閲 実施・竣工書類査閲 画実施・性能検証結果報告

書作成
評価
未定：機器性能劣化評価

企画書作成 設計要件書作成 本設計図書査閲 実施設計図書査閲 工事区分検証 性能検証計画 試運転調整内容チ 試運転調整(追加)内容チ
Ｃｘ　業務

（ＡＣＡ：中電

企画書作成
性能検証計画書
( )作成

設計要件書作成
性能検証計画書
( )作成

本設計図書査閲
性能検証仕様書
作成

実施設計図書査閲
性能検証計画書
( )作成

工事区分検証
取り合い部分検証
契約条件検証

性能検証計画
書(CP)作成
施 図書査閲

試運転調整内容チェッ
ク・機能性能試験の計画
実施 竣 書類査閲

試運転調整(追加)内容チェッ
ク・機能性能試験(追加)の計
画実施 性能検証結果報告

（ＡＣＡ：中電
建築設備Ｇ）

(PP)作成 (DP)作成 作成 (CP)作成 契約条件検証 施工図書査閲 実施・竣工書類査閲 画実施・性能検証結果報告
書作成

Ｃｘ支援　業務

企画書作成支援
性能検証計画書

設計要件書作成
支援

基本設計図書査
閲支援

実施設計図書査閲
支援

工事区分検証支
援・取り合い部分

性能検証計画
書(CP)作成支

試運転調整内容チェック
支援・機能性能試験の

試運転調整(追加)内容チェッ
ク支援・機能性能試験(追加)支援 業務

（ＣＣ：ＢＳＣＡ） (PP)作成支援 性能検証計画書
(DP)作成支援

性能検証仕様書
作成支援

性能検証計画書
(CP)作成支援

検証支援・契約条
件検証支援

援・施工図書査
閲支援

計画実施支援・竣工書
類査閲支援

の計画実施支援・性能検証
結果報告書作成支援成支援 成支援 成支援 件検証支援 閲支援 類 閲支援 結果報告書 成支援

お け る 復 性 能 検 証 監 修 業 務 ’お け る 復 性 能 検 証 監 修 業 務 ’お け る 復 性 能 検 証 監 修 業 務お け る 復 性 能 検 証 監 修 業 務

▼プロジ クト概要▼プロジェクト概要

建物概要 設備概要 建築・設備改造経緯建物概要 設備概要 建築 設備改造経緯

事務所 熱源機：空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰ×2台､ 昭和46年(1971年完工)事務所

延床面積 9 447 2
熱源機：空冷ﾋ ﾄﾎ ﾝﾌ ﾁﾗ ×2台､
水冷ﾁﾗｰ(排熱回収型)

昭和46年(1971年完工)､
昭和 年 年延床面積:9.447m2 水冷ﾁﾗｰ(排熱回収型) 昭和63年(1988年)

地上9階 地下2階 冷温水槽600m3､冷水槽200m3
( )

第１回目設備改修地上9階､地下2階､
SRC造

冷温水槽 ､冷水槽

ダクト ファンコイル併用方式（方
第１回目設備改修

SRC造 ダクト・ファンコイル併用方式（方
位別に空気調和機 ゾ グ）

・熱源変更
位別に空気調和機でゾーニング）

変更

・空調方式変更
▼主な調査事項と改善点

・空調方式変更
▼主な調査事項と改善点 ▼改修工事における主なCX活動▼改修工事における主なCX活動

主な調査事項 主な調査結果 主な改善策 フェーズ 主な作業

室内環境測定 夏期の室内条件の悪化
夏期の室内環境改 計画フェーズ 企画書の作成室内環境測定 夏期の室内条件の悪化
夏期 室 環境改
善

計画フェ ズ 企画書の作成

設計要件書の作成善

冷房能力は約20%低下
設計要件書の作成

熱負荷ベ イ 策定冷凍機の性能
冷房能力は約20%低下
消費電力は約25%増加 冷凍機の更新と高 熱負荷ベースラインの策定

測定
消費電力は約25%増加

効率化 基本計画書の作成

空調機 空調機約30%の能力低下 性能検証計画書の作成
空調機・FCU
の性能測定

空調機約30%の能力低下
FCU約20 20%能力低下

空調機の更新
性能検証計画書の作成

設計フェ ズ 熱源システムの検討と決定の性能測定 FCU約20～20%能力低下
空調機の更新 設計フェーズ 熱源システムの検討と決定

冷水槽 温水槽 利用法 検討と決定温度フロフィルの乱れ 蓄熱槽の直列流化 冷水槽・温水槽の利用法の検討と決定

蓄熱槽の温度
平行流のための水流バラ 不要連通口の閉 空調システムの検討と決定

蓄熱槽の温度
分布実測

ンス不良
連 ズ

鎖・槽内流速の適
設計図書の確認分布実測 連通口のサイズ・配置不

良
正化

設計図書の確認

施工フェ ズ 施工スケジュ ルと施工法の確認tep)
良 施工フェーズ 施工スケジュールと施工法の確認

機器 性能確認

tep)

空
空調機械室負圧 空調システムの改

機器の性能確認

空調システム
上 問題点

空調機械室負圧
外気取り入れ不良

空調システムの改
善 BEMS機能の確認

上の問題点の
摘出

外気取り入れ不良
VAVの動作不良

善
全熱交換器の更新 試運転調整計画作成と実施確認

摘出
VAVの動作不良 全熱交換器の更新

VAVの更新
試運転調整計画作成と実施確認

運転フェ ズ 機能性能試験計画の作成と実施VAVの更新

建物の消費ｴﾈﾙ エネルギ 消費量
運転フェーズ 機能性能試験計画の作成と実施

修結 確建物の消費ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ実態把握

エネルギー消費量の増大
エネルギー消費量
の削減

改修結果の確認
ｷ 実態把握 の削減

遠方操作 監視機
BEMS機能 遠方操作・監視機能不足

遠方操作・監視機
能の充実

BEMS機能 遠方操作 監視機能不足
能の充実 エネルギー使用量の削減

▼結果の確認と主な成果
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▼結果の確認と主な成果
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